
197 月
昭和43年 3月15日/神奈川県平塚市役所発行/編集@金歯部広報課/喜望号d高JJ
毎月15臼/48，000部/全没帯配布(1部5円)/昭和31年1台湾 3S第3種郵便物認可

昭和311年 g丹、言語台風¢出水で渋邸)11がはん乱、 -jj吾湖水のようになった披露、大弱
地区の氷図 水軍!こは波吉主立ち、この下iこ農家が生活苦治、けた稲が水没した(渋図111
浴揮土地改良Ili蹄LL事務長炉提聾彰)

、1

焦土木の手で渋田111本流右障の改修が終ろうとしてい
る。県は 43年度から左岸改修もすすめる計箆で、完成後

i立2倍の涜震になるといわれる(大縄橋付近で 0・)
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市
民
の
深
い
開
閉
心
を
あ
つ
め
る
公
共
下
水
道
は
、
四
月
一

E
か
ら
、
一
部
供
用
を
間
開
始
す
る
ο
ζ
l
A
で、

使
用
を
は
じ
め
る
の
は
、
東
海
道
か
ら
北
側
の
、
崇
蕃
・
松
原
地
区
の
一
部
四
十
図
面
一
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
首
一
一
平
九
年
度
か
ら
、
四
十
一
年
度
ま
で
の
一
一
一
か
年
で
工
事
し
た
反
域
O

開
明
石
町
e

宮
の
都
圏
八
千
代

町
・
榎
木
町
・
中
堂
な
y
戸
の
一
千
二
百
没
帯
が
対
象
と
な
る
。
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期
が
万
全
で
あ
っ
た
と
は
世
間
え
な
治
設
し
、
年
間
ニ
百
綴
円
と
い
う
業

い

わ

界

一

の

拘

り

上

げ

一

を

ほ

と

る

ピ

ッ

ク

村
井
家
に
対
し
て
も
‘
お
わ
び
の

e

ス
ト
ア
に
ま
で
成
長
さ
で
得
た
の

し
ょ
う
も
な
い
が
、
と
の
と
と
を
よ
で
あ
る
か
ら
、
え
ら
い
も
の
だ
と
一
思

吉
教
訓
と
し
て
、
再
ひ
繰
り
返
さ
ぬ
う
。

よ
う
に
レ
た
い
と
怒
川
て
い
る
。
削
創
業
一
一
十
間
年
を
む
か
え
て
岩
間

×

さ

ん

は

「

よ

う

や

く

三

践

の

五

分

の

-

L

P

v

h

一
に
議
し
た
心

ζ
れ
か
ら
だ
一
と
執

業

界

一

の

ど

冬

燃

や

し

て

お

ら

れ

る

。

ッ
ク
ス
ト
ア

ζ
れ
か
ら
盟
主
ノ
ェ

i
ン
宇
一
拡
げ

て
町
田
活
舗
、
一
千
億
円
の
痛
む
上
げ

平
塚
で
R
d
p
主
あ
什
た
去
約
晶
腐
を
目
標
に
立
ち
向
か
う
岩
間
同
事
八
さ

の
回
持
続
問
闘
が
、
先
様
創
業
二
十
周
件
叫
ん
の
底
知
れ
ぬ
大
き
さ
に
、
わ
た
く

の
お
祝
い
そ
、
東
京
の
ヒ

λ
lン
a

し
は
拍
手
号
お
く
り
た
い
。

ホ
テ
ル
で
催
レ
、
わ
た
く
し
も
お
抱
終
戦
後
、
焦
土
よ
化
し
た
平
野
新

さ
を
受
付
て
幼
時
し
た
ι
そ
の
感
会
活
の
由
選
沿
い
で
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ

に
民
高
」
み
は
る
と
と
も
に
、
現
在
、
ー
を
綴
っ
て
い
た
「
オ
ア
シ
ス
」
の

金
扇
に
一
一
一
ム
ム
h

の
支
路
網
を
も
っ
子
山
石
田
さ
ん
が
自
に
浮
か
ぶ
の
だ
ο
大

ェ

ン
e

ス
い
ア
と
し
て
、
飛
跡
仇
古
な
夢
宇
掻
き
つ
づ
り
で
ニ
十
年
、

な
発
展
を
と
げ
Y
P
F〆
れ
た
と
と
を
知
J

若
セ
主
」
不
一
回
の
根
性
を
も
η

て
猛
進

て
、
臨
時
嘆
壱
都
知
ド
担
問
な
か
r
J
た
L

さ
れ
た
結
果
が
、
今
自
の
成
功
を
か

現
社
長
の
告
白
翠
八
さ
ん
は
、
配
制
か
い
ノ
相
時
た
も
の
と
言
え
よ
う
二
一
一
越
を

の

文

侶

遺

跡

と

し

て

保

砕

し

て

き

た

障

な

青

年

社

長

で

あ

る

ο
敵
そ
っ
く
追
い
越
す
日
も
遠
く
な
い
で
あ
ろ
う

絃

斎

篤

が

焼

失

し

た

乙

と

は

、

ま

こ

ら

ず

設

か

ら

も

続

し

ま

れ

る

お

人

柄

×

と

に

残

訟

な

乙

と

で

あ

り

、

市

民

に

で

あ

る

0

(

昭
和
・
四
一
一
一
ム
ェ
・
一
〉

対

し

て

申

し

む

け

な

い

o

岩

間

さ

ん

の

車

一

は

高

く

、

一

一

一

越

を

二

月

八

日

午

前

二

時

半

ご

う

・

市

弦

斎

湾

は

、

昭

和

一

一

一

十

五

年

十

二

し

の

ぞ

間

人

に

な

る

と

と

で

あ

う

一

月

に

村

井

弦

斎

の

長

男

誠

一

(

わ

た

た

む

衣

紅

白

守

中

心

に

、

売

り

上

げ

一
く
し
の
小
ι

学

校

同

窓

)

君

か

ら

、

先

で

一

ニ

越

に

追

い

つ

く

と

と

を

、

堅

く

一

生

の

審

斎

「

対

岳

楼

」

笠

巾

が

譲

り

心

に

ち

が

っ

て

経

営

に

打

ち

)

し

ん

だ

一

受

け

、

現

任

の

松

底

的

公

園

に

移

築

岩

田

さ

ん

は

、

由

同

一

に

芭

質

的

と

し

一

し

、

戸

川

市

長

か

「

弦

斎

庵

」

と

改

て

一

ニ

越

を

凌

絡

す

る

と

と

は

至

難

だ

一

名

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

c

が

、

支

路

網

干

張

り

め

ぐ

ら

し

て

、

一

そ

の

後

‘

先

監

の

長

女

一

村

弁

米

子

総

有

り

上

げ

で

勝

負

す

る

と

と

b

第

さ

ん

か

ら

「

食

道

楽

」

を

は

じ

め

約

二

に

衣

相

口

聞

は

品

開

設

の

競

争

で

は

な

百

冊

の

害

警

ふ

田

橋

・

蔵

書

ム

仇

@

く

、

出

屈

の

立

地

の

よ

し

あ

L
が
決

釣

り

道

具

な

ど

寄

贈

さ

れ

た

の

で

、

め

手

に

な

る

と

と

c
第
三
に
衣
相
お

時

間

に

陳

列

保

序

し

て

い

た

が

、

そ

れ

は

、

流

行

と

セ

ン

ス

が

売

り

も

の

で

も

ほ

と

ん

ど

灰

に

な

っ

て

し

ま

ニ

た

あ

る

ζ
と
を
日
制
慾
し
て
、
大
き
な
夢

の
が
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。
る
が
、
た
ま
た
ま
一
河
村
井
邸
の
お
手
の
奨
南
噌
人
道
迭
し
て
き
た
と
い
ろ
。

器
官
露
担
当
局
の
部
査
で
は
‘
宝
町
の
伝
だ
っ
た
伊
藤
甲
女
さ
ん
が
、
留
守
果
た
せ
る
か
な
‘
一
一
十
年
た
っ
た

大
火
に
よ
る
哨
火
が
、
わ
ら
麗
艇
に
替
と
し
て
入
居
し
て
い
た
と
ζ
ろ
死
今
日
、
流
行
と
セ
ン
ス
の
あ
る
衣
桝

落
ち
て
発
火
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
の
亡
さ
れ
、
そ
の
後
任
を
獲
し
て
い
た
を
豊
富
定
と
り
そ
ろ
え
て
、
全
国
注

鬼
方
か
ら
、
不
可
抗
力
と
も
ろ
ら
れ
や
さ
き
の
火
災
で
高
益
だ
け
に
、
管
要
都
市
の
繋
明
暗
箆
に
居
舗
を
次
々
に

公
開
問
市
川
の
日
本
庭
問
醐
比

λ
交
が
あ
り

土
、
自
に
満
点
に
な
る
そ
う
で
あ
る
。

ハ
リ
1
広
場
山
柏
木
鉢
の
花
が
き
れ
い

で
あ
る
。
い
ろ
い
つ
の
花
が
事
面
に
な
っ

ど
か
ら
鉢
に
舶
え
込
ま
れ
て
い
る
。
口

に
申
し

わ
け
が
を
い

公
務
災
警
補
償

の
委
員
決
ま
る

(3) 

中
市
長
e

加

議

一

太

郎

日
本

l雪量
i"、Il!'
lえは
ほ狭
とい
ーせ 。
ζ ょ
せく
しし、
てえ
いば

tこる
な。

れ
な
し、
7ご
/) 

う
Q 

自分

の選挙権が登録されているか、

どうか確めてください。

S!まらは
公明選挙のシンがんです

受新手続き 41'J15臼までに

昭和32年 l}l1日-33年 12}l318までの関に、銃
の許可を受けた人は、 4月 158までに許可更新手
続きをJ警察審ヘー申請書ー間藤親族名簿ー医郷町
診断書・講醤修了証明書各1遇制写真2枚用意の
こと。 4月30日以後は言守可が:失効し、銃が持てを
くなる。

(21) 3450 

31事
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一
一
月
二
十
九
封
、
平
田
ザ
よ
巾
危
検
物
安
全
協
会
が
市
民
セ
ン
タ
ー
で
創
立
総
会
ぞ
闇
聞
き
発
足
し
た
ο

ζ
の
協
会
は
、
且
臨
V

点
旨
続
発
す
る
危
険
物
災
害
に
対
し
て
、
市
内
の
危
険
物
関
係
者
の
組
織
を
確
立

し
て
、
相
互
に
取
扱
管
問
時
の
向
上
ぞ
ば
か
り
=
危
倹
物
災
害
を
妨
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
の

成
巣
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
心

新
発
暗
黒
危
険
物
安
全
日
閉
会
に
は
市
内

出
防
法
に
定
め
る
数
議
以
上
の
危
険
物

貯
輯
取
扱
す
る
百
五
十
祉
が
注
会
員

と
し
て
、
各
社
の
危
間
動
取
扱
主
任
五

也
八
J
I
名
が
、
準
会
員
と
し
て
参
加
し

た

ゾ
八

戸
」
の
日
、
設
立
ま
で
の
経
過
が
報
告

さ
れ
た
あ
と
役
員
の
選
任
が
行
な
わ
れ

会
長
に
日
産
車
体
工
機
輔
、
部
会
長
に

関
西
ペ
イ
ン
ト
勝
平
塚
工
場
と
栴
模
石

油
輔
‘
常
務
開
崩
事
に
平
塚
市
消
防
本
部

韓
首
防
課
長
、
理
事
に
百
冊
川
議
気
工
業
鞘

平
塚
明
暗
線
製
造
所
ほ
か
八
社
、
援
査
に

ミ
ツ
ウ
ロ
コ
石
油
輔
は
か
J

社
が
選
出

さ
れ
た
。
ま
た
今
後
の
事
一
集
計
部
と
し

て
、
専
門
講
部
ぞ
招
い
て
の
危
険
物
取

扱
実
務
諮
問
閉
会
、
各
工
場
対
抗
の
消
火

器
競
戎
会
、
危
険
物
安
全
施
設
の
調
査

視
察
な
ど
宇
決
め
.
市
内
か
ら
油
火
災

な
ど
に
よ
る
翁
険
物
決
害
を
追
放
す
る

よ
う
決
議
し
た
。

(5) 

追越をかけるとき
追越しぞh'V:Jる場合は、あらかじめウインブJー令
出して後続車との路島をじゅうぶんとってから後続

車の前に出るζ とですフじゅうぶんなn;;隊であるか

どうかは、自車の室内ミラーに後続車が写ればじゅ

うぶんな距離といえます。他車の拐に急に飛び出す
ζ とは儀も危険でありますフスピードが出ていれば

いるほど危険度内:加わりますFで、高速道路などさ

は絶対に許されません。ト守イパーゆ礼儀として、
お互いに守ってもらいたいものですσ

昭和43年 3月 15尽

ーハイウェイから転載ー

人命を軽んずる恩恕、暴力行為

の横行など人権を無得した風潮

ザヵ、多くなっています。

ニとしは00際人権年です。
網干の立場を理解することに、

お包し aが専カしたいものです。

日ことし
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ニ
向
月
二
十
七
日
地
市
議
会
臨
時
会
は
‘
平
脳
部
市
笠
通
民
吉
共
性
別
条
例
を
議
供
し
た
o
Cれ
に
よ
っ
て
、
五
月
一
呂

か
ら
交
通
察
越
に
自
衛
す
る
平
塚
市
民
の
、
あ
た
ら
し
い
共
済
制
度
が
発
足
す
る
o
市
鐙
営
で
年
額
お
と
な
一
一
一
選
将

百

ζ
戸
」
も
百
円
の
会
費
(
掛
金
J

を
お
さ
め
て
も
ら
い
、
加
入
者
が
交
通
事
故
で
死
亡
し
た
と
き
五
十
万
円
‘
負
録

し
た
と
き
は
農
務
十
五
万
円
か
ら
五
千
円
ま
で
五
段
階
の
強
持
金
ぞ
、
引
く
被
帯
家
族
の
身
に
な
っ
て
支
払
っ
て
い

と
う
一
と
す
る
脱
皮
で
あ
る
泣
き
寝
入
り
の
多
い
交
通
事
政
の
補
償
問
題
に
、
市
が
介
入
し
て
‘
痛
手
を
受
け
た
被

害
者
の
家
族
に
少
し
で
も
早
く
生
活
資
や
即
時
療
殺
を
渡
そ
う
と
す
る
の
が
ね
ら
い
で
‘
い
ま
多
く
の
市
民
の
関
心
を

あ
つ
め
て
い
人
当

と き.4丹68午後 i君事士事

ところ e平塚市民センターホール

内 容 a講演「相模の控室受J鶏瀬慎吾

文化放送公際録音

「私とあなたの3つの数J

最近禽転車による事故がふえています。 2!l21日にも
3件発生し 2人死亡、 1人E重体です。これらの 3件の事

故はいずれも自転車に粂った人が、道路の左醐から急に

i蓋路の中央に出てうしろからきた事にはねられたものです。
曲カぜるときはうしろからくる家に気をつけてく

また、夜障の無灯火、酔払い、 2人衆り、史書

者の確認毒事に十分，主意してください。主通規制は鼠動車

、元旬、 だけが守るものてはありません。歩いているとき、寝転

通算に乗ったときも宜通規制令寄って〈だ事い。
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間
四
年
額
‘
お
と
な
三
百
円
と
い
弓
間
同
十
年
間
分
を
}

安
い
相
即
日
り
金
で
、
見
舞
金
が
出
る
の
は
乙
と
が
で
き
る
か
。

あ
り
が
た
い
が
、
)
人
で
十
内
は
ぐ
ら
い
也
答
〕
年
単
伎
な
の
で
、
百
年
、

加
入
し
て
お
く
と
、
中
山
聞
の
見
舞
金
が
4
年
分
と
い
う
長
期
加
入
は
で
き
な
い
。

出
る
か
t

-

醐
同
母
度
の
中
途
で
申
し
込
ん
だ
指

答
と
の
制
度
は
、
一
人
一
口
に
限
一
台
、
掛
け
金
を
富
田
町
引
し
て
も
~
ら
え
る
か

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
‘
共
演
へ
の
加
入
…
答
共
済
の
始
期
が
、
八
月
一
昌
か

は
‘
個
人
で
行
な
う
ζ
と
に
な
っ
て
い
ω

↓

1
1
1
1
1
1
j】
1

語
、
代
理
人
が
ま
と
め
て
申
し
込
む
二

3
L豊
富

と

と

も

で

き

る

。

一

哨

科

目

円

ゐ

柑

g
v
n
u

闘

嗣

申

し

込

み

の

と

き

‘

住

民

盟

諸

録

一

一

4

4

1

の
妙
本
が
い
る
か
。
ま
た
、
代
理
人
が
一
一

i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-

申
し
込
む
と
き
、
讃
任
状
が
い
る
か
。
一

議
住
民
経
緑
の
抄
本
は
い
ら
な
い
“
ら
十
舟
三
十
}
毘
ま
で
に
は
邸
分
の
一
一
答
日
本
恩
恵
、

E
Cで
お
ζ
ハ

た
だ
し
、
外
国
人
設
録
を
し
て
い
る
人
十
)
月
一
白
か
ら
蜜
年
一
月
三
十
〕
自
た
交
通
事
故
で
も
、
兇
韓
金
苦
悩
す
o

は
、
申
し
込
み
の
と
き
登
録
鉱
閉
明
書
を
ま
で
は
自
分
の
ニ
‘
一
一
月
一
日
か
ら
四
一
関
踏
切
で
岳
膨
車
が
立
肯
定
生
7

掴
曜
日
田
し
て
い
た
だ
く
o
代
理
人
が
申
し
一
月
一
一
一
十
日
ま
で
は
四
分
の
三
そ
れ
ぞ
れ
山
電
車
に
は
ね
ら
れ
た
と
き
は
、
ど
う
介

込

む

揚

合

も

委

任

状

は

い

ら

な

い

。

な

鶴

り

引

く

。

る

か

。

お
帯
塚
市
に
伎
ん
で
い
て
も
、
住
民
登
…
問
問
加
入
者
が
、
年
度
の
中
途
で
、
一
答
乙
れ
は
、
自
働
車
が
開
閉
留
で
ム
日

銀
が
な
い
と
、
見
舞
金
は
出
な
い
o

一
他
の
市
町
村
へ
住
所
を
移
し
た
場
合
は
一
ぎ
た
箪
故
だ
か
、
b
見
舞
金
は
出
る
o

開
則
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
場
合
、
そ
一
ど
う
な
る
か
。
一
縄
問
噛
車
と
由
同
島
車
が
筏
認
し
て
‘

の
日
か
ら
加
入
で
き
る
か
。
一
答
申
し
込
ん
戸
来
神
間
期
間
中
は
、
ど
ち
ら
も
け
が
人
を
…
出
し
た
扇
台
、
閉

答
そ
の
日
か
ら
加
入
で
き
る
が
、
一
資
格
が
あ
る
。
し
か
し
、
次
開
閣
の
加
入
入
者
は
す
べ
て
見
舞
金
が
も
ら
え
る
か

効
力
は
議
日
か
ら
に
な
る
。
一
は
で
き
な
い
o

一
答

ζ
の
災
害
共
済
は
、
自
動
車
、
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大
野
小
の
北
側
に
嬢
帥
慨
が
て
ん
ん
で
い
る
市
立
苦
く
ら
幼
標
薮
沼
大
野
盟
国

時
の
木
造
銃
愈
古
改
築
し
て
い
る
晶
の
T
鉄
筋
一
一
階
麹
五
ツ
の
傍
時
間
察
を
轡
え
る
。

(第3種郵使物認可〉昭和43年 3月 15E! 

生徒急増はとくに、大野・神潤 a中E費・鳩など新しい住宅地

で深刻である、。2軍事草(立、モダンな大野小の新校舎

神
田
は

神
田
中
学
校
の
農
内
体
育
館
と
、
開
校
校
舎
、
神
田
小
学

的
自
の
校
舎
、
市
立
さ
く
ら
幼
稚
慰
(
大
野
)
の
爵
舎
な
ど
が

栂
次
い
で
完
成
す
る
。
生
徒
の
一
社
会
的
増
加
で
一
部
プ
レ
ハ

ブ
校
舎
採
用
の
可
能
性
も
で
る
な
ど
、
回
出
難
な
情
勢
に
お
か

れ
て
い
る
教
再
施
語
勢
備
だ
が
、
そ
の
討
策
も
ハ
イ
ピ
ッ
千

で
議
ん
で
い
る
。
と
ふ
で
戸
市
認
を
み
る
指
設
は
次
の
と
お
り

饗
神
間
中
時
圏
内
体
育
線
・
昨
堅
か
ら
一
護
協
を
い
そ
い
で
い
た

八
中
学
校
中
七
議
自
の
体
膏
館
、
一
一
月
二
十
八
日
、
荷
校
創

立
二
十
周
年
記
念
式
典
ぞ
か
ね
盛
大
に
務
成
式
を
行
な
い
‘

沼
袋
式
に
も
列
弔
す
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
家
八
百
八

十
湿
平
方
メ
川
、
ス
テ

1
7や
明
日
室
の
ほ
か
会
議
議
・
放
送
窓

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
競
技
室
・
会
議
案
な
ど
も
も
ち
‘
総
工
費

一
一
本
七
百
六
十
一
万
円
。

醐
醐
校
舎
新
設
神
白
小
・
県
が
四
十
四
年
度
ま
で
に
建
設
中
心

横
内
問
地
約
一
千
四
百
一
戸
の
児
童
増
加
対
策
と
し
て
議
設
し

た
も
の
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ihγ
一
一
一
階
七
百
凶
十
九
平
方
げ
に

普
通
教
室

me波
送
主
・
管
理
関
係
室
な
ど
る
ア
一
建
二
千
ヒ

十
二
万
円
。
マ
神
鋼
中
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
ニ
潜
七
百
七

十
九
半
方
M
.
普
通
教
援
問
問
、
教
材
烹
@
管
理
関
係
室
な

r.
工
資
一
一
千
四
百
七
万
円
‘
一
一
一
月
末
混
成
、
神
田
小
よ
醤

空
教
窓
二
十
一
一
一
教
室
(
お
年
度
予
定
幻
学
級
)
司
神
田
中
広

十
-
教
室
(
予
定
。
学
総
ゾ
と
な
る
心

醐
輔
さ
く
ら
初
穂
密
老
何
危
隣
同
国
会
壱
改
築
、
鉄
筋
コ
ン
ク

ーソ

l
ト
二
港
建
八
百
九
十
五
半
方
ぃ

γ
保
青
室
・
遊
戯
安
置

原
爆
室
・
教
問
室
一
-
そ
の
旬
、
一
…
一
丹
東
完
成
、
工
費
三
千
四

百
一
ヨ
ニ
万
向
。

(7) 

し

し、

と

2月 28怒完成した神間中学綬重量肉体湾吉宮 工費27田万円苦投じた中学校努 7努

自の新設体麹館。中学校"，1立島と江陽中を残すのみとなっt2a

フ

四

十

一

一

一

年

度

の

市

民

税

な

ど

〈平塚警察審)

襲警とき・ 3/24臼(11)

襲撃集合 e平塚駅北口ポスト前

新号時半出発

援会費無料参加自由



昭和43年 3月 15日

自 つつ iの

じ主はすべて発生源〕

日本には、いま約70績の紋がいるといわれ、はえに次い仇病
警のはζ び賎として第2位の実力をもっている。蚊は、流れのな

いわずかな水のなかからも穴毅に発生するつ知事賞をとった江勝

中学生だ吃の研究では、もと明石川だったコンクリート下水道

古久平塚における蚊の最大の発生源だというが、それ以タトにも、

オくのある所、蚊は生まれ、育ち、飛びずこってくるo 間物均、げに

防護シザ由t(3) 
いて南:す蚊と、夜になる

と活動して南1~9蚊とがあ

るの日本脳炎をろっして

まわるのは、夜の蚊であ

る勾

書罷妙、の饗 eマラリァ、日

本脳炎、ブイラロア、

ング熱などをうっす。盛

年行-9月に猛威ぞふる
い死亡率も潟い日本E園祭 i 
は、エガタアカイエ士 iJ~ I 

摂介する。なおっても言

諮殴訴を践すなど怒しい

病気で、ソクチンもあるノフヘ積極的に蚊の駆除をはからたばなら

ない。

富語集態 .1mを吸うのは織だ口、 I告を銭わないと卵を出しめないから

だ、雄は福物の持などを吸ラ

豊富喜重除対策・①幼虫 発生擦である水たまりを徹成してなくすと

と、防火哨Zくや肥料だめには、水重量に応じて乳剤カ、本和再Jを7-
10日に1鼠態度散布するot由には淡水魚を飼い、低湿地や下水で
はとぷさらいをするのも効果的だ。 ②成虫になってしまった蚊

は、ヵヰや防虫織を使うほか、薬剤を効果的に使う以外に桜本町」

な解決法がない。建物内には主主斉u、野外の伎み家』こは粉剰を直接
散布、緩や天じようなどにはひとE重工-2隠乳剰をかけておく裁
盤強重量法もよい。

〔第3種郵援物認可〉 第 1宮7号 (8 ) 

さ

航空言己有量 e アックレメント議

ジェット まぜ落ちるか



13-15時八繍公民館、 13
-15時真土公民館

11 16日 10-15持神田公民館.[8
四之室主公民舘

18日 10-15持花水会館・花水
公民館

11 19日 10-12時海岸町会事務所
10-15筒苦闘駕公民館、 13
-15持あかね公霞

11 22日 10-12府第2消防分間、
10-15跨第1消防分罰、
13-15持者J3 /~~I\草分留

ノノ 238 10-12持衛隊公使館、 10
-15待寝普公使館、 13-
-15陪明石町公溜

ノ〆 25日 10-

/1 28日 10-15時数5消主主分[jjj.
須賀海3s寺

5.F!6白 10-15勝平塚保健所
顔料金・霊草野J土300肉、予防注射は
200向。
緩有効額寝苦・笠録は童手。年3月31日ま
で 1年間、

一交代診療制でー

日時望休診の主主患壱数うため、平塚

市援師会は、交代診療制度を申し合

わせていますo策海道を境に

層型第1・第3日曜自を南部の医院
繍第2・第4日曜日は北側の医院

が、原即jとして診療に応ずるととに

なっています。とれは、昭和初年の

開会会員の申し合わせによるもので

すが、 fli課員IJであってつごうにより

変更もある。呂躍はあくまで休診自

であり、診療は緊急患者に限るJと
されていますO 以上のほカ¥市内の

君主急病続は次のとおり

豊富共済病院………・・ (22濁 195白
書車中南笛保病続 … (22局日川丹)
覇軍済生会病院……" (211笥0520)
居留杏袋主主病続日…ー (211謁0346)
翻倉田病院““…… (21局0570)
濁水瀬病在宅......…・ (21渇昨日1J)

計百日目当:君主手持計品問 鯵門事シ挟騒詰持守明説明斜計 :~i[~::
H品童話相員二五君主目以尋問豆 欝返せ設鶏 覇市昨日翌五明選会三露出窓
立:Ti512S23153iii125ii験車議 ipii?iiiiS22T提訴ii
量日51S蓄量定時封書室豊富百害時 騒:議鱗鱗 持手27史民童話言語暴行昨日
iftiiz!iiiiZ11ii11iii! 沼町立町 iiiiiiliiiiiit;i詳iii
fi;iiii!?ifiifiRii!ifjii!?Ejii主iiiiiiijiiiiiziiiiiii
桔重喜重量五円著書 日日間怪童章作害額主 7主要雲」自民芸堅持三塁13?355i自民七日品
宮、‘三費つ-の駐 い!士。ー 1111留 でやいて埠山針 F めのと体主事典、二体たので十たが校ポ級よ中式か 長経会理聖話語、三
世話緩ゎ域十二ば汚夕在 をじ 自の定 寺1::1二た‘ IZ沼で i 、育公祷成と書j十請。語1行_ 0 参畠:t I fごる央を bフ チ絞と議内二
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民
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館

公
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民
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館

舵
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で

日

は

《

o
一

一

公

民

民

民

営

民

公

民

民

民

も

ま

ら

に

は

…

一

一

原

公

公

公

之

公

認

公

公

公

と

分

か

談

に

く

一

一

o
h
中
出
土
質
沼
水
土
原
善
原
田
明
町
山
分
相
種
な
一

一
ん
…
東
神
真
須
悶
花
憲
松
山
即
阜
商
会
時
間
叫
児
援
れ
一

一

や

稜

各

ω符
膏
防
忘
一

一
ち
羽
田
日
目

E
E
E
E
日

日

日

・

ら

m-
予
お
一

一
赤
図

2
3
4
5
B
9
初
日
間
以
内
同
開
か
立
惜
問
、
を
一

一

の

巡

月

時

時

穣

必

を

》

一

一

綴

4

F

M

H

H

H

M

M

H

H

H

N

M

H

醐

園

岡

醐

館民公同金

狂犬病予防己主に基づく、犬の登録

と予防注射を次のとおり行なう。愛

犬手帳守持って、もよりの会場ヘ。

欝巡回日程

4月8日 10-12時中庶子分青年会
館・吉沢小学校、 13-15
持土訳農協・犬抑留所

9日 10-13際金自公民館'Il!l
公民館、 13-15時北金目
農協前，万国公民館

11日 10-12持量豊田公民館・城
島公民館、 13-15時金田
公民館・間続公民館

12呂 10-12符大神公民館、 12
-15持中原公民館、 13-
15時犠内公民館

15日 10-12時東中原公民館、

手
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
た
。

高
校
一
一
年
生
女
子
A
組
で
小
川
選
手
(

平
曲
)
が
箆
勝
、
一
一
一
位
に
寿
松
木
選
辛

(
高
浜
)
、
一
年
生
女
子
で
は
松
木
署

一
手
(
平
関
〉
が
一
一
位
、
一
一
時
山
還
手
〕
が

一
一
ニ
伎
を
獲
得
し
た
。

一

×

一
一
鶴
見
附
台
体
育
館
・
[
〉
平
塚
市
長
杯
争

一
滋
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
(
3一月
m
A
日
)

一
盛
須
賀
会
麗
野
銭
湯
'
t
骨
琴
平
臨
時
鞍
式

一
野
球
木
会
副
開
幕
(
毎
日
開
棚
田
)

一

i
l
i
a
a事

ノ
旬凶

暴覇関民年金の保険料lま
34オまで月 2，00F号、 35才以上月 250rq 
※閣は納めた主主のを穏当額を負鐙積立。

毅ケガや事故にも年金がうけられます

霊童かけ金の納め方・ι5，6月分は7月末日まで
?陪8.9月分は10月米自まで、初.11.12月分
は1月末日まで¥1.2，3月分は4月末日まで

緩35:t以上の未加入者i土、いますぐ加入を
昭和4昨年度分からのかけ金を絞めませんと

王監令年金がうけられません。

1月15日 中原公民館
ノノ 16日 醤こと毘公民館
か 17日松原公民館兇附台武道場

衛生諜』立、 4月 2日から、市内!日
会著書で、沼田育児栢談を行なう。対

象兇のいる家庭ではお忘れなく。

重量対象児 a 主主後5か月-1りか月室長で

ちゃん
すず苦てるみ (j謁 1才)

ウ立野wr7潜 7号・会社員鈴木
岩野さん(舌7) と翠玉枝さん〔

26)の長女、満17、身長72，
7センチー体重10.25キ口、胸
囲49センチ、重喜動神経が発送4
iJ'白からはいはいをはじめたの

が白慢。お父さんま茅ケ崎の辛口

泉製呉基に勤務。

〉く

《広報紙に掲載する赤ちゃん》

今月は、応募 110名のなかtJ、ら
3.F!1日広報諜主主が叙員立ち合
いのうえで地せん、ま華美ちゃん

に決定した。 3m3日は輝美ち
〉んの誕生日、おめでとう 。

》毅応華事・管事耳はが吉tこ@住所・父母の民名@赤ちゃんの
おきまえ@鶴子の年令、久冷轄の理費議を書いてお出しくださ

"0覇軍あて先 e平塚市浅隠町9替 1号 平塚市役所広報課赤ちゃんの
募集係、霊童毎月、 f由ぜんのうえ、 i人ずつ広報紙に掲載、記念写翼と市
長の色紙・娼載広報紙10部を茂し上げます。
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2月末から実施している百自ぜき
・ジフテ臼ア混合予防長量積の第2主主 l 
めは、!日日7やら始まるつ一子j)J5接種手

践 6ページ(第I期 2邸め)、 7ペ
ージ(第1耳;]3図的)と10ページ(
第 2燭〕に、必要事壌を記入して、
もよりの会場へつ

豊富主主象.cr紹辛口42・5.1-42.10.31
までに主主まれた赤ちゃん (3自主韮 3月23日 須賀公民館 花水公民館
種〕と生後1度も受けていない子 lμ 25日 中際公民在日
②賂41.6.1-41・10.31集まれた ノ， '26日 富士見公民館
ヂと42年春に第1耳耳の接種を終え が 27日松原公民間 F主的台武道場
ている子(1[gj接種) (2組め巡飽問題〉

豊富巡閲霞稜(1回め) I 4.F!8日 豊田公民主音 八幡公e飽 1

3月18自 豊田公民館八橋公民館|ノノ 9白 金自公民館金自公民館 l

11 19日 余白公民館金田公民鎧 lノノ 11日 旭公民館土沢中学校
11 21日 旭公民館二i:沢中学校 12自 神自公民路!日間之宮公
ノ 22日神間公民館!日四之宮公 民館

民館 /1 13日 須賀公民館花水公民館

昭和43年 3月訪日

次の子を対象;こ、綾南の第1思丹後
書量を巡回する。予防接種手lli!11ベー
ジ〔接種目}とと2ページ(検診日)
h:... ~岳悪事項を記入のうえ、もより
の会場へo

畿該当!毘・昭和42年9月 1自-43年
1月31日までに生まれた子と、主主

民 llf1

/1 23日花水公浸虫色軍事士見公民館
ノノ 24日松原公民豊富箆，(1台武道溺 l

覇軍i担額日程(判定日)
4月25日 豊田公民問金日公民主d

金回公民館

怒公民民官土沢中学校

須賀公民f自 神田公民館
中原公民 I日沼之原公 i

民館 1 

5月 18花すく公民自立富士見公民館 ! 
ノノ 28松原公民館見開台武道場

土沢中学校

神田公民館

f呂田之宮公
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(10) 第 197号く第3種郵便物認可〉

重量 E弱 1号線

こち

昭和43年 3月エ5臼

微量量

67.描幅2
2.165人

1151主務
8人

数

人口総数

批稽総数

市域福後

人口宅密度

前月比世帯増

人ロ滅

・
市街地 75.924人(19.5271詮幣〕

大野 32，83111( 7，711 11 ) 
豊田 2，681ρ( 612，，) 
神間 9.38611( 2，泊7") 

滅島 2，04911( 417 11 ) 
問陪 1.81211( 366 11 ) 
金田 3，088"( 7円6") 
総 8，977'1 ( 2.144 11 ) 
土沢 3，90911( 727グ〕
金目 6，30111( 1，401 " ) 
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かにがう二」んさ?でつ、直畿はをものぜ。母塁買えしでとをり業で
な燦でと子なない子子て子。この非か尚子 J 殺で盤、続が言語一、中扱
い発きとどど ζ 「どどいどさい常け親は はは等おがしっ大、つ
とさずをものと「ももまもくいにすは υ 言お俊行みばた声友た
乙せ、自は命をとにそすは手続厳さず大と うと&霊童えしりでだき電
ろた欲由自令しう対従 C 望誌がのし匙さきり 亡なたよるば、わち例
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察、不訟の禁はなてせ?ーJいう 国蝿輔緩静一 い f二、、すにといら_._.，.....，.=>=:-
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雪355322言語持誌な計五望日32望号車25き?22
ZC22岩出理28き担宅三EZ=き主主Eぇτ宅え警手主主主主 主き
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